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第
百
三
十
一 

  
 

営 

業 
   
 
 
 
 

一 
  

一
九
六
五
年
の
四
月
、
慶
応
大
学
の
経
済
学
部
を
卒
業
し
て
日
本

Ｉ
Ｂ
Ｍ
に
入
社
し
た
青
年
が
い
る
。 

 

名
前
は
高
柳
肇
と
い
っ
た
。 

 

の
ち
の
こ
と
を
書
い
て
お
く
と
、
日
本
Ｉ
Ｂ
Ｍ
で
十
三
年
連
続
し

て
ト
ッ
プ
の
営
業
成
績
を
上
げ
、
そ
の
手
腕
を
買
わ
れ
て
一
九
八
五

年
、
日
本
タ
ン
デ
ム
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
ズ
の
社
長
に
就
任
し
た
。
こ

の
会
社
は
ノ
ン
ス
ト
ッ
プ
・
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
の
専
門
メ
ー
カ
ー
と
し

て
ト
ッ
プ
シ
ェ
ア
に
あ
っ
た
。 

 

九
八
年
に
ア
メ
リ
カ
で
タ
ン
デ
ム
・
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
ズ
社
が
パ

ソ
コ
ン
・
メ
ー
カ
ー
の
コ
ン
パ
ッ
ク
社
に
買
収
さ
れ
る
と
、
コ
ン
パ

ッ
ク
日
本
法
人
の
社
長
と
な
っ
た
。
同
じ
年
の
十
月
、
コ
ン
パ
ッ
ク

社
が
デ
ィ
ジ
タ
ル
・
イ
ク
イ
ッ
プ
メ
ン
ト
（
Ｄ
Ｅ
Ｃ
）
社
を
買
収
し

た
の
で
、
高
柳
は
三
つ
の
異
な
る
組
織
の
面
倒
を
ま
と
め
て
見
る
こ

と
に
な
っ
た
。 

 

二
〇
〇
二
年
、
そ
の
コ
ン
パ
ッ
ク
社
が
ミ
ニ
コ
ン
、
ワ
ー
ク
ス
テ

ー
シ
ョ
ン
の
ヒ
ュ
ー
レ
ッ
ト
・
パ
ッ
カ
ー
ド
（
Ｈ
Ｐ
）
社
に
買
収
さ

れ
た
と
き
、
多
く
の
人
は 

 

―
―
今
度
こ
そ
、
無
理
だ
ろ
う
。 

 

と
考
え
た
。 

 

社
長
に
な
る
の
は
、
と
い
う
意
味
で
あ
る
。 
 

と
こ
ろ
が
、
や
は
り
日
本
法
人
を
任
さ
れ
た
。 

 

買
収
さ
れ
た
側
の
社
長
が
、
そ
の
後
も
起
用
さ
れ
る
こ
と
は
、
ま

ず
あ
り
得
な
い
。 

 

翌
〇
三
年
、
唐
突
に
退
任
し
た
。 

 

直
後
、 

 

―
―
社
内
の
不
協
和
音
に
耐
え
ら
れ
な
か
っ
た
。 

 

と
い
う
ウ
ワ
サ
が
流
れ
た
。 

 

次
に
、 

 

―
―
体
調
を
崩
し
た
の
が
本
当
の
理
由
ら
し
い
。 

 

と
い
う
話
に
な
っ
た
。 

 

一
時
は 

 

―
―
そ
う
と
う
悪
い
ら
し
い
。 

 
と
い
う
風
評
が
立
っ
た
。 

 
久
し
ぶ
り
に
会
っ
た
の
は
東
京
の
赤
坂
見
附
に
あ
る
ホ
テ
ル
・
ニ

ュ
ー
オ
ー
タ
ニ
だ
っ
た
。 

 

彼
は
颯
爽
と
現
れ
た
。 

 

相
変
わ
ら
ず
ダ
ン
デ
ィ
で
ス
マ
ー
ト
な
身
の
こ
な
し
で
あ
る
。
血



＝巻之十八 周流＝ 

 35 

色
も
い
い
。 

 
「
い
や
ぁ
、
ギ
ッ
ク
リ
腰
で
」 

 
激
痛
に
悩
ま
さ
れ
た
。 

 

統
括
す
べ
き
者
が
入
院
で
不
在
で
は
、
合
併
後
の
運
営
が
う
ま
く

行
く
は
ず
が
な
い
。
潔
く
適
任
者
に
譲
る
べ
き
だ
と
判
断
し
た
。 

 

「
ヒ
ド
イ
目
に
あ
っ
た
」 

 

ヒ
ド
イ
目
、
と
い
う
の
は
病
院
や
リ
ハ
ビ
リ
セ
ン
タ
ー
で
の
治
療

の
こ
と
で
は
あ
る
ま
い
。
再
起
不
能
の
よ
う
な
言
わ
れ
方
を
耳
に
す

る
た
び
、
歯
噛
み
し
て
い
た
に
違
い
な
い
。 

 

二
〇
〇
四
年
四
月
、
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
し
た
当
時
は
ハ
イ
ア
ベ
イ
ラ

ブ
ル
・
シ
ス
テ
ム
ズ
社
長
の
職
に
あ
っ
た
。 

 

リ
ハ
ビ
リ
に
励
ん
で
い
た
〇
三
年
の
夏
か
ら
秋
に
か
け
て
、
マ
ッ

サ
ー
ジ
チ
ェ
ア
に
腰
を
揉
ま
れ
な
が
ら
口
述
筆
記
で
自
叙
伝
を
著
し

た
。『
激
動
を
奔
る
』（
中
島
洋
編
、
二
〇
〇
三
、
日
経
Ｂ
Ｐ
社
）
が

そ
れ
で
、「
伝
説
の
営
業
マ
ン
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
」
と
い
う
副
題

が
付
い
て
い
る
。 

 

帯
の
文
句
が
面
白
い
。 

 

「
泣
き
落
と
せ
る
営
業
マ
ン
は
一
流
で
あ
る
。
常
勝
軍
団
を
率
い

た
男
」 

 

そ
の
周
り
を
Ｉ
Ｂ
Ｍ
、
コ
ン
パ
ッ
ク
、
Ｈ
Ｐ
、
タ
ン
デ
ム
、
Ｄ
Ｅ

Ｃ
の
文
字
が
囲
ん
で
い
る
。 

 

日
本
Ｉ
Ｂ
Ｍ
の
椎
名
武
雄
、
タ
ン
デ
ム
・
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
ズ
社

の
ジ
ム
・
ト
レ
イ
ビ
ッ
ク
、
コ
ン
パ
ッ
ク
社
の
エ
ッ
カ
ー
ド
・
フ
ァ

イ
フ
ァ
ー
、
ヒ
ュ
ー
レ
ッ
ト
・
パ
ッ
カ
ー
ド
社
の
カ
ー
リ
ー
・
フ
ィ

オ
リ
ー
ナ
―
―
話
に
は
そ
の
他
、
多
く
の
人
々
の
名
前
が
ポ
ン
ポ
ン

出
た
。
文
字
に
で
き
な
い
逸
話
も
、
大
笑
い
し
な
が
ら
話
し
て
く
れ

た
。 
 

「
ま
、
あ
と
は
コ
レ
を
読
ん
ど
い
て
」 

 

著
書
に
サ
イ
ン
を
し
て
も
ら
っ
た
。 

  
 
 
 
 

二 
  

高
柳
が
入
社
し
た
一
九
六
五
年
を
境
に
、
日
本
Ｉ
Ｂ
Ｍ
は
大
き
く

様
変
わ
り
し
つ
つ
あ
っ
た
。
話
が
行
っ
た
り
来
た
り
す
る
の
で
、
整

理
し
な
が
ら
読
ん
で
い
た
だ
き
た
い
。 

 

「
営
業
社
員
の
研
修
体
制
が
確
立
し
た
こ
ろ
で
し
た
。
わ
た
し
た

ち
が
そ
の
一
期
生
み
た
い
な
も
の
で
し
た
」 

 

と
高
柳
は
言
う
。 

 

彼
が
慶
応
大
学
の
四
年
生
だ
っ
た
一
九
六
四
年
、
日
本
Ｉ
Ｂ
Ｍ
の

社
員
数
は
約
三
千
人
で
あ
る
。
東
京
・
千
鳥
町
と
大
阪
の
茨
木
に
工

場
兼
倉
庫
、
保
守
サ
ポ
ー
ト
を
行
う
技
術
部
門
が
あ
り
、
営
業
は
十

一
の
部
門
に
分
か
れ
て
い
た
。 

 

こ
の
ほ
か
に
事
務
管
理
部
門
、
企
画
部
門
な
ど
が
あ
っ
た
。
一
部

門
当
た
り
の
人
員
は
五
十
人
か
ら
百
人
と
い
う
の
が
〝
相
場
〞
だ
っ
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た
。
営
業
は
お
の
ず
か
ら
個
人
の
力
量
に
依
存
せ
ざ
る
を
得
な
い
。 

 
そ
こ
で
同
社
は
、
六
四
年
ご
ろ
か
ら
社
内
体
制
の
整
備
を
急
ピ
ッ

チ
で
進
め
て
い
っ
た
。
社
内
業
務
に
Ｉ
Ｂ
Ｍ
１
４
０
１
が
適
用
さ
れ
、

六
八
年
七
月
に
Ｉ
Ｂ
Ｍ
グ
ル
ー
プ
全
体
に
ま
た
が
る
受
注
在
庫
管
理

シ
ス
テ
ム
「
Ｏ
Ｃ
Ｓ
／
Ｃ
Ｃ
Ｏ
Ｐ
」（O

rder Control System

／Co 
nsolidated Custom

er O
rder Processing

）
が
稼
働
し
た
。 

 

さ
ら
に
六
九
年
に
は
日
本
独
自
の
受
注
在
庫
・
発
注
管
理
シ
ス
テ

ム
「
Ａ
＆
Ｍ
Ｓ
」（A

udit and M
aintenance System

）
を
構
築
し

た
。 

 

高
柳
や
佐
野
力
（
の
ち
日
本
オ
ラ
ク
ル
社
長
・
会
長
）
が
入
社
し

た
の
は
そ
う
し
た
時
期
だ
っ
た
。 

 

一
九
六
七
年
当
時
の
営
業
部
門
の
組
織
図
が
残
っ
て
い
る
。 

 

営
業
統
括
部
長
は
坪
谷
次
郎
、
営
業
推
進
部
長
は
竹
下
毅
、
営
業

部
長
は
伊
藤
和
郎
、
サ
プ
ラ
イ
営
業
部
長
は
石
黒
貞
彦
で
あ
る
。
主

力
と
な
っ
た
の
は
営
業
部
で
、
伊
藤
の
下
に 

  

・
金
融
機
関
営
業
部 

部
長
：
鈴
木
常
雄 

 

・
公
共
企
業
営
業
部 

部
長
：
今
井
茂
雄 

 

・
製
造
工
業
営
業
部 

部
長
：
小
川
宏
之 

 

・
装
置
工
業
営
業
部 

部
長
：
向
野
圭
蔵 

 

・
商
業
営
業
部 

 
 

部
長
：
石
井
徹
男 

 

・
関
東
地
区
営
業
部 

部
長
：
亀
田
寿
一 

 

・
関
西
地
区
営
業
部 

部
長:

水
田
真
一 

 

・
営
業
企
画
部 

 
 

部
長
：
森
下
啓
造 

  

と
い
う
布
陣
だ
っ
た
。 

 

こ
の
時
期
、
日
本
の
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
業
界
や
政
策
機
関
（
つ
ま
り

通
産
省
）
は
、
こ
と
あ
る
ご
と
に
「
ア
メ
リ
カ
と
の
格
差
」
と
口
に

し
た
。
明
治
維
新
か
ら
こ
の
方
（
な
い
し
飛
鳥
、
奈
良
の
時
代
か

ら
）、
こ
の
国
は
海
外
の
先
進
国
と
自
ら
を
比
べ
、
劣
っ
て
い
る
点

を
と
り
た
て
て
騒
ぎ
立
て
る
傾
向
に
あ
る
。 

 

あ
た
か
も
そ
れ
が
民
族
な
い
し
国
家
全
体
の
弱
点
で
あ
る
か
に
思

い
込
み
、
追
い
つ
く
こ
と
に
血
道
を
あ
げ
る
。
劣
等
感
を
駆
り
立
て

る
こ
と
が
文
化
や
経
済
を
発
展
さ
せ
る
手
法
と
し
て
定
着
し
た
。 

 

い
わ
く
、 

 

―
―
ア
メ
リ
カ
は
政
府
機
関
が
率
先
し
て
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
投
資
を

行
っ
た
。
そ
の
と
き
、
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
の
開
発
を
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
・

メ
ー
カ
ー
に
発
注
せ
ず
、
シ
ン
ク
タ
ン
ク
や
ソ
フ
ト
会
社
に
発
注
し

た
。 

 
―
―
ア
メ
リ
カ
は
多
民
族
国
家
で
あ
る
。
そ
の
た
め
に
業
務
手
続

の
標
準
化
が
進
ん
で
い
た
。
マ
ニ
ュ
ア
ル
化
が
下
地
と
な
っ
て
い
た

た
め
、
多
く
の
ユ
ー
ザ
ー
が
パ
ッ
ケ
ー
ジ
・
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
を
受
け

入
れ
た
。 

 

―
―
ア
メ
リ
カ
で
は
大
学
や
研
究
所
の
研
究
成
果
が
ダ
イ
レ
ク
ト



＝巻之十八 周流＝ 

 37 

に
民
間
に
投
入
さ
れ
る
。
ペ
ン
シ
ル
ベ
ニ
ア
大
学
が
「
Ｅ
Ｎ
Ｉ
Ａ
Ｃ
」

を
生
み
、
マ
サ
チ
ュ
ー
セ
ッ
ツ
工
科
大
学
が
「
Ｄ
Ｅ
Ｃ
」
を
生
み
、

Ａ
Ｔ
＆
Ｔ
の
ベ
ル
研
究
所
が
シ
リ
コ
ン
チ
ッ
プ
を
生
ん
だ
。 

 

―
―
ア
メ
リ
カ
で
は
創
業
間
も
な
い
企
業
に
投
資
を
行
う
ベ
ン
チ

ャ
ー
・
キ
ャ
ピ
タ
ル
が
充
実
し
て
い
る
。
い
い
ア
イ
デ
ア
が
す
ぐ
製

品
化
さ
れ
、
だ
れ
も
失
敗
を
恐
れ
な
い
。 

 

な
ど
で
あ
る
。 

 

い
ず
れ
も
間
違
い
で
は
な
い
。 

 

た
だ
こ
こ
で
書
き
た
い
の
は
、
人
材
の
教
育
方
法
と
い
う
も
の
で

あ
る
。 

『
激
動
を
奔
る
』
か
ら
、
教
育
研
修
に
か
か
わ
る
部
分
を
拾
い
読
み

す 

る
。 

  
 

日
本
Ｉ
Ｂ
Ｍ
は
、
教
育
に
関
し
て
は
素
晴
ら
し
い
会
社
だ
っ
た
。 

 

「
教
育
に
飽
和
点
は
な
い
」
と
い
う
の
を
モ
ッ
ト
ー
の
ひ
と
つ
と 

 

し
て
掲
げ
て
い
た
く
ら
い
で
あ
る
か
ら
、
あ
れ
ほ
ど
教
育
に
お
金 

 

を
か
け
た
会
社
は
な
か
っ
た
ろ
う
と
思
う
。
私
が
入
社
し
た
こ
ろ 

 

は
一
年
三
ヶ
月
も
の
間
、
新
人
研
修
で
、
給
料
を
も
ら
い
な
が
ら 

 

勉
強
し
た
。
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
の
基
礎
か
ら
社
会
人
教
育
ま
で
も 

 

し
て
く
れ
る
。 

  
 

入
社
し
た
後
の
一
年
三
ヶ
月
間
の
研
修
期
間
、
多
く
の
時
間
は
、

新
宿
の
書
店
、
紀
伊
國
屋
の
隣
の
ビ
ル
で
過
ご
し
た
。
そ
こ
に
専
用 

 

の
教
育
セ
ン
タ
ー
が
あ
っ
た
。
同
期
が
三
百
人
く
ら
い
い
て
、
そ 

 

の
う
ち
営
業
が
八
十
人
く
ら
い
だ
っ
た
。 

 
 

研
修
の
課
程
は
「
フ
ェ
イ
ズ
１
」
か
ら
「
フ
ェ
イ
ズ
７
」
ま
で 

 

あ
っ
た
。
フ
ェ
イ
ズ
「
１
」「
３
」「
５
」「
７
」
が
研
修
セ
ン
タ 
 

ー
で
の
教
育
、「
２
」「
４
」「
６
」
が
営
業
現
場
で
の
ハ
ン
ズ
オ 

 

ン
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
、
す
な
わ
ち
、
研
修
と
現
場
を
数
ヶ
月
ず
つ
交 

 

互
に
経
験
さ
せ
る
の
で
あ
る
。「
１
」
は
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
の
基 

 

礎
教
育
で
あ
る
。「
１
」
が
終
わ
る
と
現
場
に
出
さ
れ
る
。
い
よ 

 

い
よ
現
場
か
と
期
待
し
た
が
、
結
局
、
コ
ピ
ー
機
で
先
輩
の
コ
ピ 

 

ー
を
取
っ
て
い
る
ば
か
り
で
、
そ
れ
し
か
や
ら
さ
れ
な
い
。 

 
 

電
話
が
か
か
っ
て
き
て
「
あ
れ
も
っ
て
こ
い
」
と
言
い
つ
け
ら 

 

れ
る
。「
フ
ェ
イ
ズ
３
」
が
終
わ
っ
た
こ
ろ
、
や
っ
と
一
緒
に
お 

 

客
様
に
連
れ
て
行
か
れ
る
。 

  
 

何
が
す
ご
い
か
と
言
え
ば
、
研
修
セ
ン
タ
ー
で
の
各
「
フ
ェ
イ 

 

ズ
」
期
間
中
に
、
週
に
一
回
ペ
ー
パ
ー
試
験
を
や
る
。「
１
」
か 

 
ら
「
７
」
ま
で
の
間
に
何
十
回
と
試
験
を
や
る
。
一
週
間
の
コ
ー 

 
ス
が
終
わ
っ
た
ら
、「
週
末
試
験
」
と
い
う
感
じ
で
。
落
第
点
を 

 
と
る
と
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
ル
ー
ム
に
呼
び
つ
け
ら
れ
て
並
ん
で 

 

こ
ご
と
を
言
わ
れ
る
。
私
は
何
回
も
並
ん
だ
。 
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「
１
」
の
成
績
が
悪
い
と
営
業
か
ら
職
種
が
変
え
ら
れ
る
。 

 
 

「
２
」
の
現
場
研
修
を
終
わ
っ
た
後
、「
３
」
の
研
修
セ
ン
タ 

 
ー
に
戻
っ
て
こ
な
い
。
机
が
ポ
ツ
ン
ポ
ツ
ン
と
空
席
に
な
っ
て
ゆ 

 

く
。
す
な
わ
ち
、
営
業
と
い
う
職
種
か
ら
、
営
業
以
外
の
部
門
に 

 

配
置
転
換
に
な
る
の
だ
。
そ
れ
が
一
年
三
ヶ
月
も
続
く
の
だ
か
ら
、 

 

鍛 

え
抜
か
れ
た
営
業
マ
ン
が
誕
生
し
て
も
当
た
り
前
だ
ろ
う
。 

  

高
柳
の
言
に
よ
る
と
、 

 

「
研
修
期
間
中
の
成
績
は
、
い
つ
も
後
ろ
か
ら
数
え
た
方
が
早
か

っ
た
か
も
し
れ
な
い
」 

 

と
い
う
。
日
本
Ｉ
Ｂ
Ｍ
の
伝
説
的
ト
ッ
プ
セ
ー
ル
ス
マ
ン
に
な
る

こ
の
人
物
が
、「
新
人
研
修
中
か
ら
ト
ッ
プ
の
成
績
だ
っ
た
」
と
自

身
で
は
語
る
ま
い
。 

 

「
し
か
し
、
焦
る
気
持
ち
は
な
か
っ
た
。
だ
っ
て
研
修
期
間
と
い

う
の
は
、
競
馬
で
い
え
ば
パ
ド
ッ
ク
だ
か
ら
ね
。
毛
並
み
の
よ
さ
を

見
せ
合
っ
て
い
る
に
過
ぎ
な
い
、
と
割
り
切
っ
て
い
た
」 

度
胸
だ
け
で
は
負
け
て
い
な
か
っ
た
。 

 

こ
う
し
て
突
入
し
て
い
っ
た
最
終
段
階
「
フ
ェ
イ
ズ
７
」
に
難
関

が
待
ち
受
け
て
い
た
。 

 

「
軽
井
沢
の
ホ
テ
ル
で
一
週
間
、
カ
ン
ヅ
メ
に
な
っ
た
。
フ
ェ
イ

ズ
７
で
は
、
実
際
に
現
場
で
起
き
て
い
る
様
々
な
ケ
ー
ス
が
材
料
に

な
る
ん
で
す
。
そ
れ
に
対
し
て
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
を
作
ら
さ
れ
る
。
営

業
所
長
ク
ラ
ス
の
人
が
審
査
官
で
、
お
客
様
の
役
を
し
て
、
新
人
は

契
約
書
に
サ
イ
ン
を
し
て
も
ら
え
れ
ば
卒
業
と
い
う
わ
け
で
す
」 

 

新
人
た
ち
は
経
験
が
な
い
の
で
、
提
案
書
は
穴
だ
ら
け
だ
し
、
相

手
は
百
戦
錬
磨
の
ベ
テ
ラ
ン
だ
か
ら
、
太
刀
打
ち
で
き
る
は
ず
が
な

い
。
叩
か
れ
る
だ
け
叩
か
れ
る
。
意
地
悪
な
質
問
も
さ
れ
る
。 
 

「
出
直
し
て
来
い
」 

 

そ
れ
が
繰
り
返
さ
れ
る
。 

 

「
そ
り
ゃ
暗
澹
た
る
思
い
で
部
屋
に
引
き
揚
げ
る
わ
け
で
す
よ
。

永
久
に
合
格
の
サ
イ
ン
は
も
ら
え
な
い
ん
じ
ゃ
な
い
か
、
と
い
う
よ

う
に
思
え
て
く
る
。
私
は
途
中
で
諦
め
ち
ゃ
っ
た
」 

 

え
っ
？ 

 

「
諦
め
て
、
朝
の
ラ
ン
ニ
ン
グ
を
さ
ぼ
っ
て
風
呂
に
入
っ
て
ま
し

た
。
そ
れ
が
バ
レ
て
、
油
を
絞
ら
れ
ま
し
て
ね
」 

 

と
も
あ
れ
、
そ
う
こ
う
し
て
六
六
年
の
七
月
、
高
柳
は
営
業
の
第

一
線
に
立
つ
こ
と
が
で
き
た
。 

  
 
 
 
 

三 
  

高
柳
は
知
ら
な
か
っ
た
が
、
こ
の
時
期
、
日
本
Ｉ
Ｂ
Ｍ
は
揺
れ
て

い
た
。
六
四
年
度
に
二
百
三
十
八
億
円
だ
っ
た
売
上
高
が
、
六
五
年

度
に
は
二
百
三
十
六
億
五
千
万
円
に
減
少
し
た
の
で
あ
る
。「
戦
後

最
大
規
模
」
と
い
わ
れ
た
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
直
後
の
不
況
に
加
え
、
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「
シ
ス
テ
ム
／
３
６
０
シ
リ
ー
ズ
」
の
発
表
に
よ
っ
て
旧
来
モ
デ
ル

の
売
れ
行
き
が
滞
っ
た
の
が
原
因
だ
っ
た
。 

 
た
だ
し
ユ
ー
ザ
ー
の
反
応
や
受
注
残
の
状
況
か
ら
、
経
営
陣
は
将

来
に
明
る
い
見
通
し
を
持
っ
て
い
た
。
む
し
ろ
人
員
を
増
強
し
て
一

気
呵
成
に
新
規
顧
客
を
獲
得
す
べ
き
で
あ
る
と
彼
ら
は
考
え
た
。 

 

そ
こ
で
大
量
採
用
が
行
わ
れ
た
。 

 

東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
年
、
同
社
の
従
業
員
数
は
約
三
千
人
だ
っ

た
が
、
高
柳
が
入
社
し
た
六
五
年
度
は
新
卒
約
三
百
人
、
中
途
入
社

約
二
百
人
を
加
え
三
千
五
百
八
十
五
人
だ
っ
た
。
以
後
、
年
平
均
五

百
人
前
後
で
増
加
し
、
七
〇
年
に
は
七
千
三
百
五
十
八
人
に
膨
張
し

た
。
五
年
間
で
倍
増
し
た
こ
と
に
な
る
。 

 

売
上
高
は
予
想
通
り
六
六
年
度
か
ら
急
上
昇
に
転
じ
、
七
〇
年
度

は
九
百
八
十
四
億
四
千
万
円
と
な
っ
て
い
た
。
五
年
間
で
四
倍
強
と

い
う
の
は
、
シ
ス
テ
ム
／
３
６
０
シ
リ
ー
ズ
が
い
か
に
売
れ
た
か
を

端
的
に
示
し
て
い
る
。 

 

「
六
五
年
が
屈
曲
点
だ
っ
た
」 

 

と
語
る
の
は
、
村
井
勝
（
の
ち
コ
ン
パ
ッ
ク
社
長
・
会
長
）
で
あ

る
。
高
柳
が
配
属
さ
れ
た
金
融
営
業
部
の
上
司
だ
っ
た
人
で
、
地
銀

オ
ン
ラ
イ
ン
・
シ
ス
テ
ム
で
大
き
な
成
果
を
収
め
て
い
た
。 

 

村
井
が
「
屈
曲
点
」
と
い
う
の
に
は
、
三
つ
の
要
素
が
あ
る
。 

 

ま
ず
主
力
マ
シ
ン
の
ア
ー
キ
テ
ク
チ
ャ
ー
が
新
し
い
世
代
に
切
り

替
わ
っ
た
。「
Ｉ
Ｂ
Ｍ
１
４
０
１
」
や
「
Ｉ
Ｂ
Ｍ
７
０
４
０
」
ま
で

は
Ｐ
Ｃ
Ｓ
の
流
れ
を
汲
ん
で
い
た
が
、「
シ
ス
テ
ム
／
３
６
０
シ
リ

ー
ズ
」
に
は
Ｏ
Ｓ
の
概
念
が
採
用
さ
れ
、
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
や
シ
ス

テ
ム
設
計
の
手
法
が
一
変
し
た
。 

 

次
に
様
々
な
施
設
、
制
度
が
整
っ
た
。 

  

・
六
五
年
一
月
海
外
留
学
制
度
。 

 

・
六
六
年
八
月
神
奈
川
県
藤
沢
市
の
新
工
場
着
工 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
六
七
年
八
月
竣
工
） 

 

・
六
六
年
五
月
東
京
都
町
田
市
の
総
合
グ
ラ
ウ
ン
ド 

 

・
六
六
年
十
二
月
箱
根
の
社
員
保
養
施
設
「
仙
石
ロ
ッ
ジ
」 

 

・
六
七
年
八
月
東
京
・
千
鳥
工
場
廃
止 

 

・
六
八
年
一
月
「
デ
ー
タ
・
セ
ン
タ
ー
部
」
新
設 

 

・
七
〇
年
一
月
東
京
・
六
本
木
の
本
社
ビ
ル
着
工 

  

な
ど
で
あ
る
。 

 

こ
の
間
に
教
育
研
修
制
度
ば
か
り
で
な
く
、
人
事
制
度
や
組
織
、

サ
ー
ビ
ス
の
形
態
な
ど
が
様
変
わ
り
し
た
。 

 
第
三
は
経
営
の
実
態
が
稲
垣
早
苗
か
ら
椎
名
武
雄
に
移
っ
た
こ
と

だ
っ
た
。 

 
椎
名
は
一
九
二
九
年
（
昭
和
四
）
岐
阜
県
関
市
に
生
ま
れ
、
慶
応

大
学
工
学
部
を
出
て
ア
メ
リ
カ
の
バ
ッ
ク
ネ
ル
大
学
に
留
学
し
た
。

五
三
年
に
ア
メ
リ
カ
本
社
で
採
用
さ
れ
、
六
〇
年
千
鳥
工
場
長
、
六
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二
年
取
締
役
、
六
七
年
、
三
十
八
歳
の
若
さ
で
副
社
長
に
就
任
し
た
。 

 
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
特
許
を
め
ぐ
る
日
本
政
府
と
の
交
渉
で
、
日
米
間

を
取
り
持
つ
重
要
な
役
割
を
果
た
し
た
の
が
、
出
世
の
エ
ス
カ
レ
ー

タ
ー
に
乗
る
き
っ
か
け
と
な
っ
た
。 

 

「
つ
ま
り
、
会
社
の
空
気
と
い
う
か
、
文
化
が
そ
れ
ま
で
と
大
き

く
違
っ
て
き
た
」 

 

と
村
井
は
言
う
。 

 

一
騎
当
千
の
サ
ム
ラ
イ
が
た
む
ろ
し
、
気
勢
を
上
げ
、
が
む
し
ゃ

ら
に
戦
っ
て
勝
つ
と
い
う
戦
法
が
通
用
し
な
く
な
っ
た
。
組
織
的
な

運
営
、
計
画
的
な
経
営
、
戦
略
に
基
づ
い
た
営
業
。 

 

新
卒
者
の
大
量
採
用
は
人
事
部
門
を
中
心
に
、
技
術
、
営
業
の
総

力
が
投
入
さ
れ
た
。
営
業
部
門
と
Ｃ
Ｅ
部
門
か
ら
選
抜
さ
れ
た
「
ユ

ニ
バ
シ
テ
ィ
・
リ
プ
レ
ゼ
ン
テ
イ
テ
ィ
ブ
」
と
呼
ば
れ
る
要
員
が
全

国
の
主
要
な
大
学
を
訪
問
し
た
。
並
行
し
て
中
途
採
用
が
積
極
的
に

行
わ
れ
た
。 

 

誘
い
に
乗
っ
て
、
日
本
ユ
ニ
バ
ッ
ク
や
日
本
Ｎ
Ｃ
Ｒ
か
ら
、
腕
に

覚
え
の
あ
る
エ
ン
ジ
ニ
ア
が
こ
ぞ
っ
て
移
籍
し
た
。
組
織
的
な
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
と
い
っ
て
よ
か
っ
た
。 

 

日
本
Ｉ
Ｂ
Ｍ
に
お
け
る
営
業
所
と
い
う
の
は
、
地
方
都
市
の
一
角

に
開
設
し
て
い
る
事
務
所
で
は
な
い
。
高
柳
が
最
初
に
所
長
に
な
っ

た
の
は
七
三
年
の
こ
と
だ
が
、
こ
の
と
き
営
業
所
は
全
国
に
三
十
六

し
か
な
か
っ
た
。 

 

戦
国
時
代
の
絵
図
に
喩
え
れ
ば
「
三
十
六
将
」
の
一
人
で
あ
っ
て
、

そ
の
下
に
営
業
課
長
と
シ
ス
テ
ム
課
長
が
そ
れ
ぞ
れ
数
人
い
る
。
各

課
に
営
業
マ
ン
と
シ
ス
テ
ム
・
エ
ン
ジ
ニ
ア
が
属
し
て
い
て
、
高
柳

が
指
揮
し
た
総
数
は
約
二
百
人
だ
っ
た
。
む
ろ
ん
部
下
に
年
長
者
が

い
く
ら
で
も
い
る
。 
 

「
Ｉ
Ｂ
Ｍ
の
昇
進
の
さ
せ
方
と
い
う
の
は
、
独
特
で
し
て
ね
。
わ

た
し
が
営
業
課
長
か
ら
所
長
に
な
っ
た
と
き
は
、
い
っ
た
ん
営
業
の

ラ
イ
ン
か
ら
外
さ
れ
ま
し
た
」 

 

現
場
か
ら
引
き
剥
が
し
、
一
定
の
期
間
を
お
い
て
、
昇
進
し
た
状

態
で
別
の
営
業
部
隊
に
赴
任
さ
せ
る
。
ア
メ
リ
カ
の
軍
隊
が
や
っ
て

い
た
人
事
の
手
法
だ
っ
た
。 

 

日
本
Ｉ
Ｂ
Ｍ
で
は
、
五
百
人
の
中
か
ら
一
人
の
割
合
で
リ
ー
ダ
ー

を
出
す
と
い
う
、
不
文
律
の
よ
う
な
も
の
が
あ
っ
た
。
社
内
で
は

「
ハ
イ
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
・
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
（
Ｈ
Ｍ
Ｐ
）」
と
呼
ば

れ
て
い
た
。 

 

日
本
の
企
業
の
よ
う
に
同
期
が
主
任
、
係
長
、
課
長
と
肩
を
並
べ

て
昇
進
す
る
こ
と
は
、
ま
ず
な
い
。
そ
う
い
う
の
が
文
化
だ
か
ら
、 

 
―
―
同
期
の
あ
い
つ
が
係
長
な
の
に
、
な
ん
で
オ
レ
は
ま
だ
主
任

な
ん
だ
。 

 
と
い
う
感
情
も
起
こ
ら
な
い
。
同
期
入
社
の
中
か
ら
部
長
が
出
る

と
、
他
の
同
期
入
社
の
人
た
ち
が
一
斉
に
他
の
部
署
や
地
方
に
配
転

さ
れ
る
よ
う
な
こ
と
も
起
こ
ら
な
い
。
終
身
雇
用
、
年
功
序
列
型
の
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組
織
で
は
、
無
駄
な
部
や
課
を
用
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
子
会
社

の
存
在
意
義
も
そ
こ
に
求
め
ら
れ
る
こ
と
が
あ
る
。
そ
れ
が
積
み
重

な
っ
て
日
米
格
差
が
顕
在
化
す
る
。 

 

高
柳
の
場
合
、
営
業
所
長
に
な
る
前
の
二
年
間
を
ス
タ
ッ
フ
部
門

で
過
ご
し
、
椎
名
が
社
長
に
就
任
し
た
直
後
の
一
年
間
を
補
佐
と
し

て
よ
く
務
め
た
。
こ
の
と
き
す
で
に
彼
は
役
員
と
な
る
た
め
の
研
修

プ
ロ
グ
ラ
ム
「
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
・
ア
ク
セ
ラ
レ
ー
シ
ョ
ン
・
プ
ロ
グ

ラ
ム
（
Ｍ
Ａ
Ｐ
）」
の
対
象
者
に
リ
ス
ト
ア
ッ
プ
さ
れ
て
い
た
。 

 

一
年
の
ア
メ
リ
カ
Ｉ
Ｂ
Ｍ
社
で
「
ア
ド
ミ
ニ
ス
ト
ラ
テ
ィ
ブ
・
ア

シ
ス
タ
ン
ト
（
Ａ
Ａ
＝
役
員
補
佐
）」
の
の
ち
営
業
部
長
と
な
っ
た
。

ポ
ス
ト
椎
名
に
最
も
近
い
と
こ
ろ
に
い
た
、
と
い
っ
て
い
い
。 

 

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
が
整
い
、
ア
メ
リ
カ
流
の
マ
ニ
ュ
ア
ル
が
あ
っ
て

も
、
模
擬
営
業
の
相
手
を
す
る
の
が
旧
来
型
の
営
業
マ
ン
だ
っ
た
か

ら
、
高
柳
の
よ
う
な
型
破
り
が
好
ま
れ
た
。
結
果
と
し
て
個
性
的
な

営
業
マ
ン
が
育
っ
た
。 

 

の
ち
副
社
長
ま
で
出
世
し
た
佐
伯
達
男
、
日
本
デ
ィ
ジ
タ
ル
イ
ク

イ
ッ
プ
メ
ン
ト
（
Ｄ
Ｅ
Ｃ
）
社
長
と
な
る
渡
辺
邦
昭
、
Ｃ
Ｓ
Ｋ
副
社

長
と
し
て
招
か
れ
た
藤
枝
純
教
、
北
京
の
天
安
門
広
場
で
酒
盛
り
を

し
て
警
察
の
お
世
話
に
な
っ
た
佐
野
力
な
ど
、
一
癖
も
二
癖
も
あ
る

面
々
が
、
営
業
の
第
一
線
に
い
た
。 

 

「
シ
ス
テ
ム
／
３
６
０
は
面
白
い
よ
う
に
売
れ
ま
し
た
」 

 

と
高
柳
は
言
う
。 

 

「
当
時
、
一
人
の
営
業
マ
ン
が
抱
え
る
こ
と
が
で
き
た
新
規
カ
ス

タ
マ
ー
は
月
に
二
件
か
三
件
で
す
よ
。
契
約
が
取
れ
た
あ
と
、
納
品

か
ら
シ
ス
テ
ム
が
動
く
ま
で
が
、
営
業
マ
ン
の
担
当
で
す
か
ら
。
む

ろ
ん
稼
動
後
の
フ
ォ
ロ
ー
も
あ
り
ま
す
。
だ
か
ら
、
優
秀
な
営
業
マ

ン
に
は
二
人
、
三
人
の
新
人
が
付
く
わ
け
で
す
」 
 

「
新
人
は
ベ
テ
ラ
ン
に
付
い
て
実
践
を
覚
え
る
。
し
ば
ら
く
す
る

と
ま
た
研
修
が
あ
っ
て
、
次
に
ま
た
営
業
の
現
場
、
ま
た
研
修
が
あ

っ
て
…
…
と
い
う
具
合
に
、
経
験
と
知
識
を
積
ん
で
い
く
。
た
だ
わ

た
し
の
場
合
、
ど
う
い
う
わ
け
か
新
人
の
ク
セ
に
契
約
が
取
れ
ま
し

て
ね
、
最
も
多
い
と
き
は
月
に
四
件
か
五
件
の
新
規
カ
ス
タ
マ
ー
を

抱
え
て
い
ま
し
た
」 

 

優
秀
な
営
業
マ
ン
で
あ
っ
た
。 

 

「
何
と
い
っ
て
も
シ
ス
テ
ム
／
３
６
０
で
す
よ
。
あ
れ
が
日
本
Ｉ

Ｂ
Ｍ
の
基
礎
を
作
り
、
日
本
の
コ
ン
ピ
ュ
タ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
を
開
い

た
。
初
期
の
シ
ス
テ
ム
／
３
７
０
は
３
６
０
の
後
継
機
に
過
ぎ
な
か

っ
た
。
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
・
マ
シ
ン
で
ね
、
売
れ
て
当
た
り
前
と
い
う

感
じ
だ
っ
た
」 

 
と
高
柳
は
述
懐
す
る
。 

 
「
工
夫
を
凝
ら
し
、
汗
水
を
流
し
て
新
規
カ
ス
タ
マ
ー
を
獲
得
す

る
。
シ
ス
テ
ム
／
３
６
０
は
、
営
業
マ
ン
と
し
て
の
醍
醐
味
を
味
合

わ
せ
て
く
れ
た
」 

 

と
も
言
う
。 
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電
子
計
算
機
が
ま
だ
「
機
械
」
の
面
影
を
残
し
て
い
た
時
代
の
感

想
と
し
て
、
分
か
ら
な
い
で
も
な
い
。 

                    

                      



第 131 営 業（補注） 

  

 
 〜

〜
〜
〜 

補 

注 

〜
〜
〜
〜 

 

日
本
タ
ン
デ
ム
・
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
ズ 

東
京
都
千
代
田
区
麹
町
の
文
芸
春

秋
ビ
ル
に
本
社
が
あ
っ
た
。「
タ
ン
デ
ム
＝
二
頭
立
て
の
馬
車
」
の
名
を
冠
し

た
の
は
、全
く
同
じ
構
成
の
二
台
の
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
が
相
互
に
監
視
し
合
い
、

オ
ン
ラ
イ
ン
の
無
停
止
を
実
現
す
る
仕
組
み
だ
っ
た
こ
と
に
よ
っ
て
い
る
。

こ
の
た
め
他
の
新
興
メ
ー
カ
ー
が
「
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
」
な
い
し
「
コ
ン
ピ
ュ

ー
タ
ー
」
と
名
乗
っ
た
の
に
対
し
、「
当
社
は
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
ズ
で
す
」
と

複
数
形
に
こ
だ
わ
っ
た
。 

背
表
紙
の
推
薦
文 

推
薦
文
を
書
い
た
の
は
富
士
ゼ
ロ
ッ
ク
ス
副
社
長
・
高

橋
秀
明
（
た
か
は
し
・
ひ
で
あ
き
）
で
あ
る
。
高
橋
は
高
柳
に
と
っ
て
慶
応

大
学
の
後
輩
で
工
学
部
修
士
課
程
修
了
後
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
州
立
大
学
バ
ッ

フ
ァ
ロ
ー
校
の
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
学
部
修
士
課
程
を
修
了
し
た
。

ア
メ
リ
カ
の
Ｎ
Ｃ
Ｒ
本
社
に
入
り
、
の
ち
一
九
九
四
年
日
本
Ｎ
Ｃ
Ｒ
副
社
長

を
経
て
、
九
九
年
富
士
ゼ
ロ
ッ
ク
ス
に
移
り
取
締
役
、
二
〇
〇
〇
年
代
表
取

締
役
副
社
長
兼
Ｃ
Ｉ
Ｏ
、
の
ち
慶
應
義
塾
大
学
大
学
院
政
策
・
メ
デ
ィ
ア
研

究
科
特
任
教
授
と
な
っ
た
。
高
柳
と
熾
烈
な
戦
い
を
展
開
し
た
ラ
イ
バ
ル
で

も
あ
っ
た
。 

日
本
Ｉ
Ｂ
Ｍ
の
質
的
転
換 

一
騎
当
千
の
サ
ム
ラ
イ
が
た
む
ろ
し
、
気
勢
を

上
げ
、
が
む
し
ゃ
ら
に
戦
っ
て
勝
つ
と
い
う
戦
法
が
通
用
し
な
く
な
っ
た
。

組
織
的
な
運
営
、
計
画
的
な
経
営
、
戦
略
に
基
づ
い
た
営
業
が
展
開
さ
れ
て

い
っ
た
。
新
卒
者
の
大
量
採
用
は
人
事
部
門
を
中
心
に
、
技
術
、
営
業
の
総

力
が
投
入
さ
れ
た
。
営
業
部
門
と
Ｃ
Ｅ
部
門
か
ら
選
抜
さ
れ
た
「
ユ
ニ
バ
シ

テ
ィ
・
リ
プ
レ
ゼ
ン
テ
イ
テ
ィ
ブ
」
と
呼
ば
れ
る
要
員
が
全
国
の
主
要
な
大

学
を
訪
問
し
た
。
並
行
し
て
中
途
採
用
が
積
極
的
に
行
わ
れ
た
。
誘
い
に
乗

っ
て
、
日
本
ユ
ニ
バ
ッ
ク
や
日
本
Ｎ
Ｃ
Ｒ
か
ら
、
腕
に
覚
え
の
あ
る
エ
ン
ジ

ニ
ア
が
こ
ぞ
っ
て
移
籍
し
た
。
組
織
的
な
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
と
い
っ
て
よ
か
っ

た
。 

Ｈ
Ｍ
Ｐ 

も
と
は
ア
メ
リ
カ
陸
軍
に
お
け
る
仕
官
教
育
制
度
。
ア
メ
リ
カ
航

空
宇
宙
局
（
Ｎ
Ａ
Ｓ
Ａ
）
が
組
織
と
人
事
を
研
究
す
る
た
め
に
行
っ
た
実
験

が
あ
る
。
ハ
ー
バ
ー
ド
大
学
や
マ
サ
チ
ュ
ー
セ
ッ
ツ
工
科
大
学
、
ス
タ
ン
フ

ォ
ー
ド
大
学
な
ど
ア
メ
リ
カ
で
も
指
折
り
の
大
学
か
ら
特
に
優
秀
な
学
生
を

三
千
人
集
め
て
、
い
く
つ
か
の
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
委
託
し
た
。
む
ろ
ん

委
託
し
た
テ
ー
マ
は
そ
れ
な
り
に
意
味
の
あ
る
も
の
で
、
実
験
の
た
め
に
用

意
し
た
も
の
で
は
な
い
。 

 

優
秀
な
学
生
を
集
め
た
は
ず
で
あ
る
の
に
、
研
究
グ
ル
ー
プ
の
中
に
リ
ー

ダ
ー
が
生
ま
れ
、
計
画
立
案
や
準
備
・
調
整
、
実
行
、
検
証
と
い
っ
た
役
割

を
分
担
す
る
チ
ー
ム
が
自
然
に
で
き
る
。
リ
ー
ダ
ー
に
な
っ
た
学
生
た
ち
を

集
め
て
も
、同
じ
こ
と
が
起
こ
る
。リ
ー
ダ
ー
に
な
る
の
は
常
に
総
数
の
三
％
、

ス
タ
ッ
フ
部
門
に
な
る
の
は
一
割
―
―
と
い
う
結
果
だ
っ
た
。
こ
の
原
理
か

ら
、
陸
軍
で
は
リ
ー
ダ
ー
一
、
副
官
二
な
い
し
三
、
そ
の
下
に
三
十
人
の
兵

卒
と
い
う
最
小
戦
闘
単
位
が
で
き
て
い
る
。 
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